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実 験 方 法
使用酵母菌株および酸性培地の調製と培養条件






れらの 菌株を の硫酸酸性 寒天平板培地
で培養したところ，それぞれ酵母状と桿状形態を示した
ことから， と に類別した．これら両






前培養は，培地 当り 硫酸を 添加し











（ ， ， および ）では 硫酸をそれぞ
れ ， ， および 加え，
培地（ ）の を変化させることで調整した．そ











地は培地 当たり を ， の




または の を含む酸性 培地
（ ， ）を用いた．この培地は 硫酸アルミ
ニウム（ （ ））， 塩化アルミニウム（ ）
あるいは 硝酸アルミニウム（ （ ））溶液と酸
性 培地量混合比を変化させることで調製した．







塩酸酸性 含有（ で ， ，
あるいは を添加） 培地で行った．
を含む培地は， 溶液を適正量（ ，
， および ではそれぞれ ，












培養終了後， ら ）の方法に従い，培養液を 分し，
それぞれ クエン酸溶液と蒸留水で遠心洗浄
（ ， ）を 回繰り返した．洗浄後の菌
体を凍結乾燥した．それらの標品約 を密封試験管
























（ ） （ ）



























の を含む硫酸アルミニウム（ （ ）
），あるいは可溶態 の形状の安定性を考慮し，
塩化アルミニウム（ ）および硝酸アルミニ
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（ ） （ ）




（ ） （ ）
（ ）（ ）








以下である．そこで本試験では， ， ， および
の を酸性培地に加え， 株による可溶態
の不溶化を検討した．なお，可溶態 の形状の安
定性を考慮し， および （ ） を加えた酸性
培地（ ）を用いた． および の
（ ）を加えた酸性 培地の経時的状況を







や の を添加した場合は可溶態 の除
去はほとんど認められず，むしろ の を添加
したほうが培地上清に残留した可溶態 量が少なかっ
た．さらに，生菌数（ ）は の を
添加したほうが 添加区に比べ著しく多かった
（ ）．対照として， を添加せず 日間培養した
場合の （ ）， および生菌数（ ）











も 以上の を吸収した．特に を加えて培養
した菌体においては 以上の吸着を示した．
および 相当量の あるいは （ ）
（ ） （ ）
（ ）
（ ） （ ）
（ ）














































（ ） （ ）


























度の低い の塩酸酸性下 ）でも， の
溶液に短時間浸しただけで根の伸長が阻害される ）．



























ら ）は 株が 耐性とともに
マグネシウムに対しても同程度の濃度で耐性であること
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